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蓄積したノウハウとまごころでお客様の悩みを解決

改善成果のポイント 10回訪問支援回数 （支援期間：12カ月）
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作業の待機によってものが山積みに

製本に使う綴じ機の処理能力が低かった

改善の取組み内容を教えてください

どんな困りごと（課題）がありましたか？

　地元密着のスタイルで長年営業してきて、社内原価については大まかに掴んでい

るものの、現場の作業時間や機械時間の定量分析と改善までには至っていませんで

した。以前から生産性を向上したいと考えていましたが、どのようにしたらいいか頭

を悩ませつつも、日々の仕事に追われてそのままになっていました。

　例えば、印刷工程は大量印刷向きの4色刷り機と、少量向きのオンデマンド印刷機

の2台体制で印刷を行っています。4色刷り機は高性能ですが一方でオペレーショ

ンにコツが必要で、熟練オペレーターの退職時、経験の浅いオペレーターにある程

度は引継いでもらいましたが、それでも扱いが分からず、機械が止まってしまうこと

が多く、ついつい、オンデマンド機に頼っていました。

　また、製本工程は生産が追い付かないことが多く、一部を外注しており、採算性を

悪化させていました。

前段取りがほぼ不要な無線綴じ機を導入

　まず、現状把握として日報から4色刷り機の稼働状況を確認すると、度重なる停止

による非稼働時間が約10％もあることが判りました。生産を優先し、メーカー定期点

検があまりできていなかったのですが、安定稼働のために年2回定期点検をするよ

うにアドバイスをもらい更に経験の浅いオペレーターが点検に立ち会い、機械動作

の知識を得るようにしました。

　直近のデータから受注状況や売上げ、外注比率、製造原価を出し、現在の収支状況

を確認しました。また、印刷・製本工程のそれぞれの作業時間や生産能力を分析した

ところ、製本工程の綴じ作業に時間がかかっていることで外注依存が高まっているこ

とが分かり、前段取りがほぼ不要な無線綴じ機を新たに導入することにしました。

　そのほか、工場内のレイアウトを物の流れと人の動きを中心に変更し、効率よく動

けるようにしました。
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●経年印刷機の予防保全技術をスタッフが習得し、稼動率向上
●無線綴じ機を導入し、製本の生産能力を向上、外注委託を低減

作業動線に合わせた配置にして効率を向上

課題②③

事業
内容

創業108年の経験と技術をもとにお客様の思いを形に
1913年に炭鉱専属印刷業者として創業し、100年を超える歴史を誇る。
伝票や封筒、名刺等一般帳票印刷から始まり、現在は地元の中間市、遠賀郡、北九州市の官
公庁、企業や病院、地域団体、個人など幅広いお客様に向け、冊子やチラシ、ポスターを制作
している。丁寧なヒアリングをもとに、企画からデザイン、印刷まで一貫して自社で生産。
2021年9月より建築業界に特化したネット印刷通販サイトを立ち上げた。

Q 取組んで良くなった点を教えてください

副次効果

　4色刷り機の定期点検を実施するようになったことと、機械の特性に
合った清掃、点検、操作により稼働が安定し、約10％あった停止時間がほ
ぼ0％になり、1日に印刷できる枚数が2.5倍以上に増えました。
　また、それでも機械のトラブルが起きた場合は、オペレーターがトラブ
ルノートに状況と対処法を書き留めておき、トラブル時に迅速に対応する
とともに、そのノウハウを貯めています。
　新しい無線綴じ機の導入により、処理能力が3～5倍アップし、外注へ
の依存が減り収益が大きく改善しました。
　社内コスト管理が進んだだけでなく、お客様に対しても製造原価をもと
に適正な価格で見積・請求をできるようになりました。

機械のトラブルをノートに書き留めている

オンデマンド印刷機を2台体制にした

　これまではお客様に合わせて少しでも早く納品するために残業するこ
ともあったのですが、今は期日を守りながらも自社のペースで計画を立て
て効率よく生産を進め、極力残業をしない働き方にシフトしています。

　新型コロナウイルス影響下、今回の支援によって、自社のあり方を見直
し将来の展開まで考えるようになりました。
　オンデマンド印刷機をもう1台導入してウェブを活用した半自動化の製
造システムを構築中でネットビジネスのサポートなども始めました。今後の目標

メインの
効果

（改善点）

企業様の声 生産性アドバイザーから一言

お客様との交渉や製造工程の管理など感覚で進めていた部分が多
かったのですが、今回の支援で製造原価管理の基本的な考え方か
らしっかり学ばせていただきました。製造原価を意識し、4M管
理の徹底などを実施することで機械のトラブルが減り安定稼
働が実現し、新しい機械の導入で社内生産能力の向上を実

現することができました。さらに効率化を
進め、付加価値の高い仕事にもチャレ
ンジしていきたいです。

日高印刷所様では現状を把握して
製造原価を算出し、製造原価を意識

した運営を進めるための課題を見つけ
て支援方策を実行していきました。日高
社長が状況をしっかり理解されて、アフター

コロナを見据えて自ら考え
行動される姿勢が素晴らしい

と思いました。
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